




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大区 居住郡町村 氏　　　　　名 会　議　役　職 身　分　・　職　業　・　履　歴　そ　の　他
1 小田・川面 森　田　豊　久 神宮（郷社鵜江神社祠官）
〃　・今井 小　寺　好　房 神宮，寺子屋教師
2 深津・福山 武　山　直　行 議　　　　　長 士族，小参事・司法掛，旧禄高50石以上・改正禄高38石400（4），一揆の際兵
隊の守衛で焼打ちを免れる（4．9）
〃　　　・　　〃 横　山　光　一 幹　　　　　事 士族，大切・校務掛（3．12），旧禄高50石以上・改正禄高28石500（4），学区取
締，書蜂細謹社中（5．9）
3 沼隈・ 浪　越　日　厳 〃 僧侶，備中講義（7．9）
〃　・山北 今　井　　　新 県議（12．11～13．8）
4 芦田・福山 国　頭　第三郎 （中途より不参） 士族格（慶応年間），啓蒙社周旋方（4．1），副区長（7．7～），戸長（10．4），県議
（12．4～14．7）
〃　・大橋 高　田　寿　一 国頭第三郎代理 品治郡第2小区割役（4．7～），地租改正議員（9．2），戸長（9．9），県議
（15．9～17．4）
5 品沼・江良 ト　部　才次郎 （不　　　参） 並御勘定方最合（慶応4．6），権少属・戸籍掛，世話役年番庄屋（3．12），一揆
焼打ち（4．8），副区長（7．7～），地租改正議員（9．2），県議（12．4～13）
6 安那・川北 苅　屋　実　往 僧侶，安那市会副議長（7．8），蛙鳴邸中（7．12）
〃　・川南 甲　斐　　　脩 僧侶より還俗，啓蒙所教師（3．9），安那郡会副議長（7．8），蛙鳴郡中
（7．12），細長（12．4）
7 神石・小畠 和　田　元　吾 中津藩御抱医・2人扶持切米7石（2．11），小畠出張所産物掛，県議（12．4～
18．12）
〃　・下豊松 翁　　　宗　春 神官（上野村八幡神社，李村天神社祠掌）
8 後月・井原 小　寺　純一郎 戸長（8．2～），地租改正議員（9．2），副区長（10．11～11．’9），連合戸長（16．2～
18．12），のち県属
〃　　　・ 平　木　深　造
9 川上・下原 信　原　徳太郎 士族，成羽藩勤学所教師，参政・文武局長，育英学舎主（12），県議（19．9～
22．1）
10 哲多・野馳 名　和　弥三郎 郷士格・苗字帯刀御免，松山藩郷兵小締役，戸籍取調掛，地租改正議員
（9，2），副区長（10．11～11．9），郡書記（11。10～13．5）
11 阿賀・ 荘・　謙　吉 地租改正議員（9．2），郡書記（12．10～），連合戸長（16．2～18．1），のち県議
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中が事実上誠出され，かわって県令に任命された鹿児島藩出身の高崎五六
が，着任早々奏任官を除く県官のいっせい罷免という強権的な手段によって
反対闘争を弾圧し，地租改正を完了していた。また，1874（明治7）年1月
中央で民選議院設立建白書を提出していた板垣退助も，1875年10月27日，参
議を辞任したのである。小田県の臨時民選議院は，まさに「臨時」の名の通
り，僅か1回限りで終ったのであり，ふたたび従来通り官選化した区長会が
毎月開かれるところとなった。
　一：方，小田県の臨時民選議院実現の原動力となった窪田は，臨時民選議院
の最終段階で論議された「各区へ議院ヲ置ク」ことを要求することなく，沈
黙を守った。そうして，恒常的な公選議院の設置ではなく，それからは一歩
後退して，新たに学習結社蛙鳴群の結成を宣言したのである。1884（明治
7）年12，月5日，坂田丈平（後月郡寺戸村）らと議定，小田縣蛙喜泣規則を
つくり活動したが，その後板垣らの民選議院即時開設論とは一線を画するも
のとなっていった。これは，加藤弘之らのr明六雑誌』に阪谷朗盧が民会公
選には「官撰議院と申す変則より次第に開くべき事」と段階的な慎重論を述
べこの見解を柴原和や郷里の坂田丈平（警軒）にも書簡を通じ書き送ってい
た事実とも関連があったといえよう（30）。
　いわぽ，小田県をとりまく当時の民会運動の思想的背景には，朗藍らが持
つ尊王（・＝絶対主義的天皇制）と開国啓蒙（西洋の議会制民主々義や文明開
化の導入）との思想的矛盾も内在していたと思われる。
（29）　r広島県史』近代1，204ページ。
（30）　「明六雑誌」に阪谷腓骨の「民撰議院を立るには先政体を定むべきの疑問」（13号），
　「民撰議院変則論」（27，28号）ほかの論文がある。また，朗麓からの柴原和あて書簡
　（明治8年7月12日），警軒あて書簡（明治12年9月10日。この二通は前掲「書翰集」所
　収）が重要であり，この問題についてはさらに検討を要する。
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むすびにかえて
　以上，犬養毅の小田県庁時代について，彼が自筆の記録（自叙伝）r家記大
要』の中に記した「予か思想の一大変化」の中身とは一体何かを中心に，そ
の歴史的背景となるものを近世以来の小田県地域の動向を中心に考察を加え
てきたのであった。そこでは，阪谷朗盧をその思想的展開の原点とした後月
郡簗瀬村の桜渓塾，寺戸村の興譲館（坂田丈平ほか），そうして安那当年根村
の医師窪田次郎をはじめとする福山藩の人々一その多くは西洋の書物を読
み新知識や技術をとり入れた医師たちであった一の三者の連関が，明治初
期小田県の民会運動とその思想的潮流を形成し，また同時にその思想的矛盾
をも内包していたことを試論的に述べてきたのであった。青年時代の犬養
が，三絵塾時代とあわせ，特に小田県庁地券局出仕時代に受けた影響は，彼
のその後の政治思想形成にとってきわめて大きいものとなったと思われる。
　そのことは具体的には，彼の自筆の記録『家記大要』に自ら叙述している
ところがら示唆されるが，
　第1に，彼が小田県庁所在地笠岡の地の輪読会などで学んだ西欧の開明的
な学問「萬国公法」の中身から大きな感銘を受けたことであり，
　第2に，その地でふれた尊王開国派の思想的潮流に立つ漢学者，思想家，
そうして新しい民政・医療・衛生思想を持った啓蒙的な医師集団などとの人
間的な交流の場の与えた影響であり，
　第3に，彼が，その後一転して慶応義塾の福澤諭吉先生を慕い上京するに
至るきっかけも，またこの時期に与えられるに至っていること，
などであろう。
　犬養にとって小田県庁時代の2年間は，それが彼の家庭経済事情＝学資調
達問題を直接的な動機としつつも，彼の人生における新しい学問と政治思想
への地平にとってきわめて大きかったことは，以上の考察からも自ら明らか
な点であろう。そうして彼は，初期帝国議会では，かつての自由民権論者に
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代わり民党側　　大隈・改進党系一の立場に立って活動するが，その遍歴
の生涯と思想基盤形成へのきっかけもまた，すでにこの時期に与えられてい
たとはいえないだろうか。なお，本論文は，近年公開予定の犬養毅の自筆の
記録『家記大要』の記述に基づき試論的に述べたものであるが，阪谷朗薩を
はじめ，坂田警軒，窪田次郎らからの思想的影響並びにその交錯のより立ち
入った解明については別稿を要することを記してむすびにかえたい。
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